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（　小田講師　）

（　会場風景　）

　
家
具
の
固
定
等
家
の
中

、
地
域
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う

。
常
日
頃
よ
り
備
え
る

。

避
難
所
へ
の
集
団
移
動
訓
練
は
現
実
的

で
は
な
い

。
早
く
個
々
で
避
難
す
る
こ

と
を
訓
練
す
る

。
一
週
間
以
上
経
過
し

な
い
と
行
政
は
機
能
し
な
い

。
自
分
の

避
難
生
活
を
想
定
し

、
賞
味
期
限
が
六

か
月
程
度
の
普
段
食
べ
て
い
る
も
の
を

蓄
え

、
期
限
が
切
れ
る
前
に
食
べ

、
補

充
す
る

「
 
ロ
ー
リ
ン
グ
　
ス
ト

ッ

ク

」
を
行
う

。
好
物
を
蓄
え
る

。
飲
料

水
は
目
安
一
人
三
リ

ッ
ト
ル
で
す

。

　

「
 

阪
神
・
東
北
震
災
を
知

っ
て
い

る

。
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も
分

か

っ
て
い
る

。
こ
の
地
に
も
災
害
は

救
助
・
捜
索
活
動
で
の
体
験

、
災
害
は
悲

惨
で
あ
る

。
∧
遺
体
に
つ
い
て
∨
女
性
の

背
に
一
歳
く
ら
い
の
幼
児

、
右
手
に
し

っ

か
り
と
三
歳
く
ら
い
の
子
供

、
そ
の
遺
体

に
対
面
し
た

。
隊
員
達
は
呆
然
と
し
泣
き

な
が
ら
収
容
し
た

。
顔
・
頭
は
水
で
丁
寧

に
洗
う

。
∧
被
災
地
の
状
況
∨
被
災
者
は

自
分
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い

。
目
の

前
の
こ
と
で
精
一
杯
に
な
る

。
整
列
云
々

は
極
一
部

で

、
ほ
と
ん

ど
は
混
乱
し

て
い
る

。
高

齢
者
の
わ
が

ま
ま
が
ひ
ど

い

。
お
金
や

製
品
等
の
窃

盗

、
興
味
本

位
の
来
訪
者

が
多
数
あ

る

。

平
素
の
準
備
の
差
が
生
死
の
境
界
線

自
主
防
う
つ
べ

　
三
月
二
十
二
日
　
内
部

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て

内
部
地
区
自
主
防
災
協
議

会
主
催

「
 

防
災
研
修

会

」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た

。

　
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

。
日
常
の
生

活
の
中
で
真
剣
に
考
え
て
い
る
か
？
そ
の

よ
う
に
思
う
だ
け
で
何
も
し
な
い
人
が
多

い

。
災
害
の
発
生

、
避
難
生
活
の
体
験

、

起
こ

っ
て
か
ら
で
は
遅
い

。
起
こ
る
前

に

、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事

、
や

っ
て
お
い
た
方
が

必
ず
起
こ

る

。
家
族

防
災
会
議

を
開
催
し

災
害
に
備

え
る

。

」

と
の
参
加

者
の
コ
メ

ン
ト
が
あ

り
ま
し

た

。

　
司
会
進
行
を
安
藤
教
育

訓
練
部
長
が
行
い

、
東
川

会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た

。

（
要
旨

）

「
 

自
主
防
活
動
へ
の
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す

。
本
日
の
研
修
を
糧
に

、

内
部
地
区
の
地
域
防
災
力
の
向
上
を
皆

様
と
と
も
に
高
め
た
い

。

」

　
講
話
の
概
要

　
日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
大
国

　
講
師
は
自
衛
隊
三
重
地

方
協
力
本
部
　
三
等
陸
佐

小
田
浩
次
様
で

、
災
害
救

助
・
生
活
支
援
活
動
の
現

場
か
ら

「
 

内
部
地
区
の

防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

私
た
ち
が
行
う
べ
き
こ

と

」
を
テ
ー
マ
に
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

良
い
こ
と
を

、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う

。
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「家庭防災マニュアル」の例
１．非常時における家族との連絡方法

① 災害伝言ダイアル（１７１）を使う。（右下参照）

② みんなの携帯にかける。不通でも、場所を移動してかけなおす。

③ 屋外で皆で決めた場所に、自分の避難先や状況を書いた紙を貼っておく。

④ 遠方の親戚・知人に電話。家族の状況を尋ね自分の状況を伝える。

２．待ち合わせ場所と避難場所、ルートの確認

・待ち合わせ場所　（〇公園の遊具の前とか、具体的に）

・避難場所（「〇〇小学校」とか決められた避難所へ）

　自宅から行く場合：徒歩での安全ルートを決め、時間をはかる。

　駅・バス停から行く場合も、安全を確認し決めておく。

３．地震がきたら

① 転倒・落下物から身を守る。

②

③

④

４．家具や家の下敷きなったら

①

② 自分が下敷きになったら

５．家を離れるときは

① 電気ブレーカーを落とす。

② 火元・コンセントを確認する。

③ 家の戸締りをする。

④

⑤ 貴重品を忘れない。

６．貴重品の取り扱い

体の状態を確認する。必ず
助かると頑張る。助けを呼
ぶ。

家族の状況と避難先を書い
た紙を約束の場所に貼る。

身分証明書・クレジットカー
ド・証券・家の権利書の番
号を控えておく。

　災害が起こって、とっさに判断ができなくなった時でも、「手引き」＝「防災マ
ニュアル」があれば、冷静に対応できるものです。家族みんなで話し合って「防
災マニュアル」を作りましょう。

揺れが収まったら、靴・ス
リッパを履く。

火の始末をしてドアを開
け、水を確保する。

状況を把握し、必要であれ
ば避難する。

助けを求める。近所・防災
組織・避難している人　他


